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病院内における成年後見制度の活用 
 
成年後見制度とは… 
認知症や知的障害、精神障害などの理由で判断能力が不十分なために、不動産や預貯金などの財産管理や介護・
障害等の福祉サービスを利用するための手続き、契約などを結ぶことができない方について、経済的な不利益を
受けたり、必要な支援を受けられないといったことがないように、財産を守り、生活上の不安を解消してくれる
制度です。 
 
 
 
 
 
 
成年後見制度が必要な患者様の例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※成年後見制度の利用を考えていても財産が少ないなどの金銭的な問題がある場合、「成年後見制度 
本人・親族申立費用助成制度」がありますので、まずは裏面の相談窓口にご相談下さい。一定の要件
があります 
 
※相談窓口へ連絡する際は、ご本人に個人情報を伝える旨の同意を取って下さい。ただし書面等は必要なく口頭
で問題ありません。 

病院用 

（高齢者・障害者） 
認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が
落ちており、意思疎通が上手く取れず、入院費の
支払いができない又は金銭管理に不安がある。 
          図 

（高齢者・障害者） 
重度認知症、重度知的障害、重度精神障害等によ
り判断能力がなく、本人の意思を確認できない。 
          図 

（高齢者・障害者） 
認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が
落ちており、意思疎通上手く取れず、身寄りが居
ない又はいるが関係が希薄。 
          図 

（高齢者・障害者） 
認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が
落ちており、意思疎通上手く取れないため、自宅
では福祉サービスの利用が必要。 
          図 

（障害者の場合） 
知的障害、精神障害等により判断能力が落ちて
おり、意思疎通上手く取れず、親が高齢または病
気があり「親亡き後」を考える必要がある。 
          図 
 

（高齢者の場合） 
認知症等より判断能力が落ちており、意思疎通
上手く取れず、家族から本人が不要な物を買う、
不要な契約行為をする等の訴えがある。 
          図 

身上監護とは 
・介護、障害福祉サービスの申請、契約 
・施設への入退所手続き、費用の支払い 
・ライフライン等の手続き など 
          図 

 

財産管理とは 
・預貯金の管理 
・医療費や家賃、水道光熱費の支払い 
・不動産管理 など 
          図 
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